
皆
で
描
い
た
壁
画
お
披
露
目

法
人
設
立
・
開
設

周
年
記
念
で
青梅の社会福祉法人
　それいゆ　花の里　

会
員
企
業
と

地
域
が
交
流

青
梅
三
ッ
原
工
業
会
ま
つ
り

町
民
の
声
を
よ
り
気
軽
に
町
政
へ

全
議
員
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
公
開

奥
多
摩
町
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奥
多
摩
町
は
７
日
、
町

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
町
議


人
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
を

公
開
し
た
。

　
町
監
査
委
員
は
２
０
２

１
年
３
月
、
町
議
会
議
長

に
対
す
る
監
査
結
果
報
告

書
を
提
出
。
若
者
定
住
対

策
な
ど
に
よ
り
町
外
出
身

者
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る

こ
と
か
ら
、
す
べ
て
の
町

民
が
よ
り
気
軽
に
町
政
へ

の
要
望
が
出
せ
る
よ
う
、

全
町
議
に
配
布
さ
れ
て
い

る
端
末
の
メ
ー
ル
ア
ド
レ

ス
を
公
表
し
て
町
へ
の
要

望
の
収
集
等
に
活
用
し
て

は
ど
う
か
と
指
摘
し
た
。

　
同
年

月
、
全
員
協
議

会
で
協
議
。
一
部
の
議
員

か
ら
要
望
へ
の
対
応
や
迷

惑
メ
ー
ル
、
ウ
イ
ル
ス
な

ど
の
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
面
に

対
し
不
安
の
声
が
上
が
っ

た
。
議
会
事
務
局
か
ら
新

た
な
対
策
ソ
フ
ト
導
入
等

の
説
明
を
受
け
る
な
ど
し

た
結
果
、
全
議
員
が
賛
成

し
た
。

　
議
会
事
務
局
は
「
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
は
迷
惑
メ
ー

ル
な
ど
を
防
ぐ
た
め
、
ア

ド
レ
ス
の
一
文
字
を
★
記

号
に
変
え
て
掲
載
し
た
。

★
を
数
字
に
変
更
し
た
上

で
送
信
を
」
と
注
意
を
促

し
た
。

　
第

回
青
梅
三
ッ
原
工

業
会
ま
つ
り（
同
会
主
催
、

青
梅
市
、
青
梅
商
工
会
議

所
、
今
井
三
丁
目
第
二
自

治
会
、
西
武
信
用
金
庫
、

青
梅
信
用
金
庫
後
援
）
が


日
、
青
梅
市
の
今
井
三

丁
目
運
動
広
場
で
開
か

れ
、
地
域
住
民
ら
で
に
ぎ

わ
っ
た
＝
写
真
左
。

　
晴
天
に
恵
ま
れ
た
当
日

は
、
青
梅
三
ッ
原
工
業
会

（
小
沢
昌
治
会
長
＝
写
真

右
）
の
会
員
企
業
の
模
擬

店
な
ど
が

立
ち
並
び
、
今
井
３
丁
目

バ
ン
ド
の
演
奏
や
「
ア
ネ

ラ
レ
イ
」
の
フ
ラ
ン
ダ
ン

ス
、
エ
マ
ネ
ー
シ
ョ
ン
ダ

ン
ス
ス
タ
ジ
オ
の
ダ
ン
ス

な
ど
多
彩
な
ス
テ
ー
ジ
が

会
場
を
盛
り
上
げ
た
。

　
新
型
コ
ロ
ナ
の
影
響
で

３
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
っ

た
工
業
会
ま
つ
り
で
は
、

も
の
づ
く
り
技
能
腕
自
慢

競
技
「
ミ
ツ
ハ
ラ
オ
リ
ン

ピ
ッ
ク
」や「
Ｄ
Ｉ
Ｙ
ア
ル

コ
ー
ル
ス
ト
ー
ブ
作
り
」

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
な
ど
、

も
の
づ
く
り
に
ふ
れ
る
イ

ベ
ン
ト
も
行
わ
れ
た
。

　
青
梅
市
長
淵
の
障
害
者

支
援
施
設
「
花
の
里
」

（
山
下
昌
浩
施
設
長
）
を

運
営
す
る
社
会
福
祉
法
人

「
そ
れ
い
ゆ
」
（
中
野
達

夫
理
事
長
）
は
３
日
、
法

人
設
立
と
同
施
設
開
設


周
年
の
記
念
式
典
を
同
施

設
で
開
催
し
、
利
用
者
や

家
族
、
関
係
者
ら
約
１
２

０
人
が
出
席
。
利
用
者
ら

が
制
作
し
た
壁
画
の
お
披

露
目
な
ど
が
行
わ
れ
、
節

目
を
祝
っ
た
＝
写
真
。

　
式
典
で
中
野
理
事
長
は

「
私
ど
も
の
法
人
は
１
９

９
６
年
に
認
可
さ
れ
、
翌


年
か
ら
入
所
施
設
と
し

て
花
の
里
を
開
設
し
、
今

年

周
年
を
迎
え
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
今
後
も

引
き
続
き
ご
支
援
を
」
と

あ
い
さ
つ
。
来
賓
を
代
表

し
て
後
援
会
の
宇
津
木
由

廣
会
長
、
家
族
会
「
ひ
ま

わ
り
会
」
の
川
口
亮
会
長

が
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
続
い
て

周
年
を
記
念

し
て
同
施
設
と
２
０
１
９

年
に
開
設
し
た
生
活
介
護

通
所
事
業
所
「
青
の
な
ご

み
」
（
同
市
長
淵
）
の
利

用
者
、
職
員
ら
が
「
み
ん

な
で
描
く
１
つ
の
キ
セ
キ

～

年
の
歩
み
と
そ
の
先

へ
～
」
を
テ
ー
マ
に
制
作

し
た
壁
画
（
高
さ
約
２
・

５
㍍
、
幅
約

㍍
）
の
除

幕
が
行
わ
れ
た
。

　
山
下
施
設
長
は
「
皆
で

描
く
こ
と
を
一
つ
の
重
要

な
テ
ー
マ
に
掲
げ
、
何
か

形
に
残
る
も
の
を
と
壁
画

を
制
作
し
た
。『
キ
セ
キ
』

に
は

年
の
足
跡
、
こ
こ

に
集
う
皆
さ
ん
が
偶
然
を

積
み
重
ね
て
き
た
奇
跡
、

一
人
一
人
が
輝
く
原
石
と

い
う
存
在
で
あ
る
輝
石
な

ど
い
ろ
い
ろ
な
意
味
を
込

め
た
」
と
話
す
。

　
花
の
里
入
口
の
コ
ン
ク

リ
ー
ト
塀
に
描
か
れ
た
壁

画
の
制
作
に
つ
い
て
、
絵

画
講
師
を
務
め
る
二
見
満

枝
さ
ん
は
「
利
用
者
さ
ん

の
絵
を
年
代
別
、
春
夏
秋

冬
、
現
在
・
未
来
と
、
左

か
ら
順
番
に

㍍
を
分
割

し
て
ス
ケ
ッ
チ
を
描
く
こ

と
か
ら
始
め
、
ほ
と
ん
ど

の
利
用
者
さ
ん
に
筆
を
持

っ
て
描
い
て
も
ら
い
ま
し

た
」
と
話
し
、
絵
と
作
者

一
人
一
人
に
つ
い
て
紹
介

し
た
。

　
壁
画
に
は
利
用
者
と
職

員
の
手
形
で
表
現
し
た
木

を
は
じ
め
、
さ
ま
ざ
ま
な

動
物
や
花
な
ど
の
絵
が
色

鮮
や
か
に
描
か
れ
て
い

る
。
両
施
設
利
用
者
ら
に

よ
る
音
楽
演
奏
も
式
典
に

花
を
添
え
た
。


